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災専門家会合への出席
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　2015年4月20～21日、｢環インド洋連盟(IORA: Indian Ocean 
Rim Association)｣ならびにタンザニア政府の共催により、同国
首都のダル・エス・サラームにて、防災専門家会合が開催されま
した。開催期間中は、タンザニア、ケニア、マダガスカル、モザン
ビーク、コモロ諸島といったアフリカ各国やインドネシア、スリラ
ンカ、バングラデシュといった東南・南アジア国など20各国以上
の防災行政担当者が出席し、国際復興支援プラットフォーム
(IRP)からは河内が参加しました。

For more information visit our website: http://www.recoveryplatform.org

　1960年5月に発生したチリ地震津波では、23時間かけ
て津波が日本に到達し、岩手県大船渡市などで142名の
方々が犠牲となりました。他方、2004年12月のスマトラ沖
地震による大津波は、18時間かけてタンザニアを含む東
アフリカ沿岸に到達、ソマリアでは100名以上が命を失っ
たとされる中、IRPとしては、リスク・コミュニケーションや
災害情報の伝達、早期警戒体制の強化などを念頭に、今
後も引き続き、「Build Back Better」のコンセプトでインド
洋沿岸各国の防災力強化に向けた支援を行っていきたい
と考えています。

「環インド洋連盟｣ならびにタンザニア政府共催による
防災専門家会合への出席・参加

津波防災に関する技術、経験、教訓が活用されていることを
実感し、とくに2005年に
兵庫県で開催された国連
防災世界会議以降は、環
インド洋各国にて防災体
制の強化と防災文化の醸
成が進んでいる旨を述べ
ました。

　続く、各国担当者との意見交換の場では、2004年のインドネ
シア・スマトラ島沖大地震とインド洋大津波災害発生以降の復
興段階において、日本の風水害にかかる早期警戒体制や地震

　また今回の会合が、2015年3月に宮城・仙台にて開催した｢第
３回国連防災世界会議｣以降、多国間の防災行政担当者が初め
て一堂に会した専門家会合だったこと、そして、日本における防
災の取組みについて、環インド洋各国から高い注目を集めてい
たこともあり、在タンザニア日本大使館ならびに日本国際協力
機構(JICA)タンザニア事務所も招聘されました。

　まず、全体会合の｢災害に強い国づくりに向けて～日本の経
験と教訓から～｣と題した開会セッションでは、IORAが取り扱う
専門家会合に初めて「防災」をテーマに設けて議論することを
確認、その後、IRPからは、基調報告として、日本近辺における近
地津波・遠地津波に係る災害情報伝達、早期警戒体制の構築、
事前予防・復旧の手順・事前復興計画の策定等について、人材
育成や意識啓発の取組を交えて発表を行いました。

　2011年の東日本大震災や2013年のフィリピンでの台
風ハイエン以降、防災面における官民連携がさらに重要
視され、政府や自治体、企業、大学などの学術機関、市民と
地域団体が有機的に連携しながら、復興支援や防災協力
を進める必要性が国際会議などで随所に確認されてきて
いるところですが、こうした意味においても、IORA加盟国
の一つ、バングラデシュにて、2015年5月下旬に実施予定
のIRP人材育成事業「IRP復興ワークショップ」は、今回の
IORA専門家会合同様、意義深いものと考えられます。

 2015年4月20～21日　（タンザニア、ダルエスサラーム）

2015年8月6～7日
IRP戦略ワークショップ (東京、日本）　

2015年8月19～20日
災害リスク軽減ワークショップ (フィリピン、マニラ)

“第２回震災対策技術展
の開催”
 
IRPの取り組みに関
する講演会
 

　IRPでは、政府職員向けに多種多様な人材育成プログラ
ムを実施しておりますが、とりわけ、地震・火山といった突
発性災害や台風
などの風水害が頻発
する国向けの「IRP復
興ワークショップ」に
ついては、大変有意
義なものであると外
部関係者からも評価
を受けており、今回は、IRPが復興行政担当官向けに開発・
編纂を行った復興教材「分野別IRPガイダンスノート」とと
もに、参加者に紹介しました。
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　この件についてのお問合せは、河内
(kouchi@recoveryplatform.org)までお願いします。
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　IRPの佐太留・グリサ研究員は、2015年7月22日、関西国
際大学人間科学部人間心理学科の学生約90名に対して、
IRPの役割および災害復興について講演を行いました。

　グリサ研究員は、IRPが2005年に神戸市で開催された
第2回国連防災世界会議をきっかけに設立され、復興過
程において重要な役割を果たしていることについて説明
しました。

　2015年6月4日～5日、第2回震災対策技術展（大阪）が2014
年に引き続きグランフロント大阪内のコングレコンベンション
センターで開催され、IRP研究員であり、「IRP Herald」編集委員
の佐太留ぐりさが訪問調査を実施しました。

　地球温暖化、火山噴火、DRR（災害リスクの軽減）、洪水
や津波シミュレーションソフトを利用した方法など、多くの
災害関連セミナーが開催されました。参加した自治体関
係者や専門家は、それぞれ自らの経験、政策などを会場で
共有しました。この震災技術展は、災害リスク軽減の分野
における日本の官民パートナーシップの展望を示す良い
一例となっています。

“第２回震災対策技術展の開催”
 

防災における官民パートナーシップの展望
 

 2015年6月4～5日（ 大阪、 日本）

　この震災対策技術展において導入されている防災面で
の革新的な技術は、国内にとどまらず、世界中の災害多発
国にとって良い参考となります。IRP事務局は、引き続きIRP 
Herald読者に話題を提供し続けて参ります。この件につい
てのお問合せは、水本 有香もしくは，佐太留 ぐりさ
（gulzar@recoveryplatform.org）までお願いします。

IRPの取組みに関する出前講座
 

　さらに、同研究員は、自身の日本における研究生活や職
務経験にも触れ、「日本の大学生がもっと国際協力や人道
支援に関心を持って、国際機関のインターンシップや国際
会議に参加してほしい」とメッセージを送りました。

　IRPでは、このような大学での出前講座や学生も呼び込
める国際会議「IRP国際復興
フォーラム2016」の開催を
予定しています。

　この件についてのお
問合せは、佐太留 ぐりさ
（gulzar@recovery
platform.org）まで
お願いします。

 2015年7月22日、関西国際大学

防　水　板　

　日本政府は、災害の緊急時および復興期における民間のパ
ートナーシップと協力を、災害に対処するために組み入れ、事
業継続計画（BCP）を含む、復興力の構築に多くを投資する民間
企業や地元の中小企業を奨励しています。
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　震災技術展は、今後起こり得る様々な災害に備えるべく、日本
の多くの企業が出展しており、最新技術を身近に知ることがで
きます。大阪以外にも、横浜、東北（仙台）において同様の震災
対策技術展が開催されています。今回の震災技術展では、「知
識を活かし事前に備える日常生活から災害対策」をテーマに、
震災対策だけではなく、御嶽山噴火、口永良部島噴火のような
火山災害、水害対策をはじめとして、災害時の救助・救出対策、
非常食などの備蓄品、電力・通信対策、BCP（事業継続計画）な
ど日常から始めることができる災害対策の普及の大きな役割
を担っています。技術展では、耐震技術や災害用トイレ、、テン
ト、浄水器、通信および情報システム、安否確認システムや家具
転倒防止など防災グッズが、多くの日本企業によって効果的か
つ効率的な技術革新が展示されました。


